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のコンベンションセンターで開催されたECOC'03 (European Conference on
Optical Communication／欧州光通信国際会議) 、そのジョイントで翌週
Versailles (仏) にて開催されたPS2003 (Photonics in Switching) およ
び、Grenoble・クラスタ (仏) の年次成果報告を兼ねたMINATEC2003の各学






かつ最も権威の高い国際会議として、米国のOFC (Optical Fiber Communication Conference) と双肩をなす。因みにEU
主導の光通信技術開発プログラム名称は、"OPTIMIST" であり、光通信不況にあえぐ人々にユーモアを交えた声援を





































































ション・システム」セミナー (Seminar on Innovation Systems in Asian
Economies) に参加した。本セミナーはタイ国家科学技術開発庁 (National























プロジェクトでも報告しており、"Building Technological Capabilities with or without Inward Direct Investment: The Case
of Japan," in Sanjaya Lall and Shujiro Urata [eds.] Competitiveness, FDI and Technological Activity in East Asia.

























キャンパスはバンコク市内) やアジア工科大学 (AIT) のキャンパスなどとともに、NSTDAのバイオテクノロジー、エレクトロ










・ 10/ 3- 7 Dr. Gerald Hane：米国Globalvationコンサルタント代表
・ 10/ 9-10 山田 直: 文部科学省科学技術政策研究所国際客員研究官 (英ロンドン在住)
・ 10/10-21 Prof. George R. Heaton, Jr.：米国Worcester工芸大学管理・社会科学準教授
Prof. Christopher T. Hill：米ジョージ・メイソン大学教授 (研究担当副学長代理)
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・大学における研究の評価に関する理論と実際 - システム的視点 (Discussion Paper
No.30)
・「科学技術動向 2003 年 10 月号」(10月29日発行)
 特集 1 ブロードバンド時代の次世代コンテンツ配信技術
 客員研究官 小笠原 敦
 特集 2 世界における上下水道処理技術と水事業民営化の動向
 環境・エネルギーユニット 浦島 邦子
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